


要約:平成 8年度の調査において、母体甲状腺機能亢進症からの児 84 例が最多であつた。

その薬剤投与については、担当医により様々の回答があった。そこで今回は、アンケート

で挙げられた主たる文献などから、プロピルチオウラシル(PTU、メチマゾール(MMI)投与

についての検討およぴ新生児バセドウの病態に関係した文献よりその予防の指針を作成し

た。前者の検討について、文献は 8件(英文 5件、和文 3件)を用いた。妊娠中については

PTU を推奨する文献が 5件であり、 MMI を不可とするものが 1件であったが、他は明確な

記載がなかった。授乳については PTU 6 件、MMI 2 件において推奨されていた。PTU、MMI い

ずれも「検討中」であるとして明確な記載のない文献も 1件あった。後者については、分

娩前の母体血清の TBII の測定、その高値例については詳細な新生児の観察が必要と考え

られた。


